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1　ま　え　か　き

現在，本県では水田の土作り運動を展開中であるが，そ

の中で耕深を深める方策を検討中である。従来深耕には深

耕口一夕リ等を使用していたが，近年新しい方式の作業機

である，駆動ディスクハロー型プラウ（一般にパワーディ

スク，駆動型ディスクなどと呼ばれている）が普及しつつ

あるので，この作業機の水田深耕に対する適応性を検討し．

一応の成果が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（日　耕起作業

日　試験場所　登米郡米山町中津山

2）は場条件　水田．土佐・埴土

蓑2　供試作業機諸元

（3）供試作業機及び試験区の設定

（4）作業能率調査

1区面積を15G，耕深を15川として．作業速度，

調整時間，旋回時間を測定する。

（引　土の移動状況調査

予め，所定の箇所に埋没したテストピースの移動

距離を，3軸方向について測定する。

蓑1円錐貰入抵抗（SR－Ⅱ小コーン10か所平均）

深　　 さ 5 10 15 （鴛局 ）

T 式，K 式区 買入抵抗 12　　 11　 12　　 13

S 式区 百人抵抗 12　　 13　　 15　　 15

試験区
型 名 慧 慧 慧 諾 慧 デ憲 ク 蒜 イス姦 碧 雲 トラクタ　 そ　 の 他

T　 式 D D 2060 A 1980 1610 1030　 400 1340　 ＊508　　　 6　　 －方向　 32 P S 4 W D　 ウェィM Okg付加

K　式 D R　 61 D l850 1550 1140　 480 1900 508（榊457）　 6　　 二方向　 32 P S 4 W D　 ウエイト80kg付加

S　式 S L　205A l475　2130 1110　 260 1100　　 508　　　 6　　 －方向　 25 P S 4 W D　 ウエイト40kg付加

注．＊：4分割．＊＊：センタディスク径

（2）二方向方式によって生じるうねの埋めもどし作業

日　試験場所　登米郡米山町下小路

2）は場条件　水田，土佐・埴土

表3　供試作業機及びトラクタ

試験区 型　 名　 慧 耕起方式 トラクタ

K　　 式
D R 6 1 D 1900 言 歪 蔑 39 P S 4W D

中　 盛

ロークリ

S R 17 10 C 1700 雷撃 守 35 P S 4 W D

（3）供試作業機及び試験区の設定

（4）作業能率調査

1区面積を308とし，作業速度，調整時間，旋回

時間を測定する。

t5）作業後の関配耕盤の起伏調査

やめ．11価．上二万およそ50付に用意した基準線より，

田面までの距離を測定する。

3　試験結果及び考察

＝　耕起作業の作業能率は表4のとおりであるが，供試

は場が非常に固いため，作業機の自重のみでは吸い込みが

悪く，40～80旬のweightを付加する必要があった。この

ため作業速度を大きくすることができず．は場作業畠は毎

時12～19（1であった。

土の移動状況を図1に示したが，目標耕深の15（腋を完全

に達成することはできなかった。土の反転はS式で見られ

たものの，T式，K式では下層土の水平移動が目立った。

これは．供試は場のように粘性の強い土では，作業機が土

を抱え込むことにより，水平方向に引きずられるためと考

えられる。

トラクタの進行方向に対して横方向の土の移動は，耕起

面に溝や，うねとなって現れ，均平作業等に影響を与える

が．その大きさは，一方向方式で30～50‘職，二方向方式で

20′〉30川であった。

いずれの方式の場合も，作業機への土の付着は無かった。
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義4　耕起作業能率

10 8 当たり
作 業 速 度　 換　　　 算　　 は場作業量

作 業 時 間
（椚／S ） （分 ／10 8 ） （8 ／h r ）

T　　 式 0．44　　　　　　 31．5　　　　　 19．0

K　　 式 0．21　　　　　 43．2　　　　　 13．9

S　　 式 0．32　　　　　　 50．7　　　　　 11．8
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図1耕起作業時の土の移動状況

注．X：進行方向に対し右側＋
y：耕起前表面を0として上側＋
Z：進行方向に対し前側＋

㊤：移動したが行先が不明なもの
×：移動しないもの

K式

（2〉　二方向方式のプラウによって生じるうねの埋めもど

し作業の作業能率は．表5のとおりであるが，同方式のプ

ラウによるものは，ロータリ排によるものの倍のは場作業

量を示した。

各作業後のは場面の起伏の状況は，図2に示すとおりで

あるが，うねくずし後，及び代か善後の両区の起伏の差は

はば無いと考えられる。

また．代かき後の耕盤の起伏を表tHこ示したが，標準偏

差で4～5川の起伏があり，やや荒れた状態と考えられる。

蓑5　埋めもどし作業能率

作 業 速 度 提 唱 た島換苗　 は場作業量

（桝／S ）　 （分 ／10 8 ）　 （8 ／h r ）

K　 式 1．0 2　　　　　 1 1．4　　　　　　 5 2．6

ロークリ 0．4 4　　　　　　 2 4．5　　　　　　 2 4．5

表6　埋めもどし作業時のは場の起伏の状況（平
均面に対する標準偏差：単位〝）

試 験 区 K 式 プ ラ ウ ロ ー タ リ

作 業 名 N o．1　　　 N8 2 N n l　　　 N n 2

耕　 起　 後 7 ．3　　　　 7 ．0 6 ．7　　　 10 ．0

畝 く ず し 後 5 ，2　　　　 5 ．1 3 ．7　　　　 5 ．1

代 か 善 後 1 ．9　　　 1．7 1．6　　　　 2 ．2

耕　　　 盤 4 ．8　　　　 3 ．4 4 ．2　　　　 4 ．1

（K式フラウ）
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図2　埋めもどし作業時のは場面の起伏の状況

（308区画水田の横断面図）

4　　ま　　と　　め

以上より，騒動ディスクハロー型プラウを使用するに当

たって仁粘性が強く，硬度の大きい土佐では，耕深の確保

や反転性能で問題が残り，更に検討を要する。

二方向方式のプラウによって生じるうねの埋めもどし作

業は，作業能率の面から同方式のプラウの再使用によるも

のの方が有利であるが，代かき前に砕土を必要とする場合

は，ロークリ耕による埋めもどし・砕土の同時作業が望ま

しい。

また，田植機による移植作業は，構ぶれの少ないものを

選ぶ必要がある。
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